
木造住宅の耐震化支援制度

設 置 費 用 の 一 部 を 助 成

対
象

市の無料耐震診断の結果､判定値0.7未満と
診断された木造住宅で､65歳以上の方や
障害がある方が居住している世帯

対 象

まずは住宅の地震に対する強さを確認

昭和56年5月以前に着工した２階建て以下の木造住宅

無料

耐震改修工事費用の一部を助成

対
象

市の無料耐震診断の結果､判定値
1.0未満と診断された木造住宅

最大100万円
(工事費の4/5)

最大150万円
(工事費の4/5)

低コスト工法は、床や天井を壊さずに耐震改修

工事ができるため、工事費が安く抑えられるほ

か、工事期間が短くなるなどのメリットがありま

す。耐震改修の際は低コスト工法の活用につい

て設計士に相談してみましょう。

低コスト工法 で工事費を安く抑えまし ょう！

工事費を安く抑えられる

工事期間が短くなる

一般
世帯

非課税
世帯

最大30万円
(工事費の1/2)

一般世帯

最大45万円
(工事費の3/4)

非課税世帯

●耐震対策に関する相談は…

建築の専門家が現地でアドバイス

対
象

名古屋市内に建築物を所有して
いる方または賃借している方

無 料

内
容

建築年を問わず､建築物の耐震対策に
関することを相談することができます。

【問い合わせ先】 住宅都市局耐震化支援室 TEL：972-2787

耐震診断の結果をもとに 必要な耐震対策を行いましょう

取り壊し費用の一部を助成

対
象

申請の前年度までに市の無料耐震診断を行い､判定値1.0未満と
診断された戸建木造住宅 （その他条件あり）

最大２０万円
(工事費の１/３)








